第２章　給料関係（給料表）


第２章　給料関係

１　給料表

○　概　要

(1)　「給料」という語は、職員の正規の勤務時間による勤務に対する報酬であって、諸手当を除いた基本給の意味で用いられる。

(2)　個々の職員の給料は、具体的には「○○職給料表○○級○○号給」として額が確定する。（ただし、給料の調整額が給料月額に合わせて給料とされる場合や、教育職員のうち３級の職にある者に対し一定の額を加えた額が給料として支給されることがある。）

(3)　公務員の現行給与制度においては、職務給の考え方を加味して、一般職の公務員の職をその特殊性に応じていくつかの種類に大別し、それぞれの給料表を定めている。

(4)　県教育委員会所管に属する職員に適用のある給料表は、次のとおりである。

行政職給料表　―　教育庁職員、学校以外の教育機関の職員、県立学校事務職員等で他の給料表の適用を受けない職員

教育職給料表　―　県立高等学校、県立特別支援学校及び県立中学校（当該中学校における教育と一貫した教育を施す高等学校に兼ねて勤務を命じられた職員並びにその他の職員で人事委員会規則で定めるものに限る）の教育職員並びに指導主事、社会教育主事及び管理主事の職にある職員

研究職給料表　―　専門の学芸事務を行う職にある職員

医療職給料表(二)　―　教育庁及び教育機関に勤務する栄養職員

医療職給料表(三)　―　教育庁及び教育機関に勤務する保健技師

事務職給料表　―　市町村立学校に勤務する県費負担の事務職員

小学校・中学校教育職給料表　―　市町村立の小学校、中学校及び義務教育学校に勤務する県費負担の教育職員

高等学校教育職給料表　―　市町村立高等学校及び市町村立特別支援学校に勤務する県費負担の教育職員

医療職給料表　―　市町村立学校及び共同調理場に勤務する県費負担の学校栄養職員

技能労務職給料表　―　技能職員及び労務職員
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